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昨
年
ま
で
は
正
常
値
だ
っ
た
中
性

脂
肪
（
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
）
が

今
年
は
３
０
０

mg
／
dl
を
超
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
中
性
脂
肪
を
正
常
に
戻
す

方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

減
量
・
減
酒
・
糖
尿
病
の
改
善

で
中
性
脂
肪
は
下
が
り
ま
す
。

　

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
高
値
、
中
性
脂
肪

高
値
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
低
値
を
、
脂

質
異
常
症
と
呼
び
ま
す
。
ど
れ
も
動
脈
硬
化
を

進
め
ま
す
。

　

中
性
脂
肪
は
、
食
後
採
血
で
は
上
昇
し
ま
す
。

前
回
は
食
前
採
血
、
今
回
は
食
後
採
血
と
い
う

こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

食
後
の
中
性
脂

肪
が
高
い
と
動
脈
硬
化
を
進
め
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
い
く
つ
以
上
な
ら
ど
う
す
る
と
い
う

基
準
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
カ
ロ

リ
ー
の
あ
る
も
の
を
摂
取
せ
ず
、
朝
食
前
に
採

血
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
空
腹
時
で
中
性
脂
肪

が
１
５
０

mg
／
dl
未
満
が
基
準
で
す
。

　

中
性
脂
肪
が
増
加
す
る
大
き
な
原
因
は
、
肥

満
・
飲
酒
・
糖
尿
病
で
す
。
た
だ
し
そ
れ
ら
の

程
度
と
中
性
脂
肪
の
増
加
の
程
度
と
の
関
係
は

個
人
で
異
な
り
、
ま
た
改
善
の
仕
方
も
異
な
り

ま
す
。
昨
年
も
今
年
も
朝
食
前
採
血
だ
と
し
た

場
合
、
今
年
３
０
０

mg
／
dl
以
上
に
な
っ
た
理

由
と
し
て
、
①
飲
酒
量
が
増
え
た
、
②
体
重
が

増
加
し
た
、
③
糖
尿
病
が
出
て
き
た
、
④
そ
の

他
の
内
分
泌
疾
患
（
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
）
が
出

て
き
た
、
⑥
昨
年
と
違
う
薬
あ
る
い
は
サ
プ
リ

メ
ン
ト
な
ど
を
内
服
し
て
い
る
、
⑦
前
日
の
夜

遅
く
食
事
あ
る
い
は
飲
酒
を
し
た
、
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

脂
質
異
常
症
に
高
血
圧
や
糖
尿
病
（
あ
る
い

は
糖
尿
病
境
界
型
で
も
）
を
合
併
す
る
と
非
常

に
動
脈
硬
化
を
進
め
や
す
く
な
り
ま
す
。
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
人
や
糖
尿
病
の
人

で
さ
ら
に
中
性
脂
肪
も
高
い
と
、
一
層
動
脈
硬
化

を
進
め
ま
す
。
中
性
脂
肪
は
糖
質
（
ご
は
ん
や

芋
類
や
甘
い
も
の
や
ア
ル
コ
ー
ル
）
の
摂
り
す

ぎ
で
増
加
し
ま
す
。
体
重
管
理
と
糖
質
制
限
を

主
と
す
る
生
活
管
理
を
一
緒
に
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
３
か
月
で
３
kg
の
減
量
を
す
る

こ
と
で
、
中
性
脂
肪
は
低
下
し
、
そ
の
他
の
異

常
も
未
然
に
防
げ
ま
す
。
な
に
を
ど
う
気
を
付

け
て
減
量
す
る
か
は
、
人
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り
と
医
療
機
関
の
指
導
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
脂
質
異
常
症
も
高
血
圧
も
糖

尿
病
も
動
脈
硬

化
も
症
状
が
な

く
、
放
置
し
て

い
る
間
に
動
脈

硬
化
や
糖
尿
病

合
併
症
が
進
行

す
る
場
合
が
多

い
か
ら
で
す
。

千
葉
県
医
師
会
理
事  

篠し
の
み
や宮 

正ま

さ

き樹 

医
師

読者からの質問、疑問に
お答えするコーナーです。

Q

A

中
性
脂
肪
の
数
値
を

正
常
に
も
ど
す
方
法
は
？
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近
年
、
メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト
（
Ｍ
Ｔ
Ｘ
）
が
普

及
し
、
生
物
学
的
製
剤
（
抗
Ｔ
Ｎ
Ｆ
α
療
法
、

抗
Ｉ
Ｌ
６
療
法
）
が
登
場
し
て
、「
寛か

ん
か
い解

（
症

状
な
く
骨
破
壊
進
行
が
な
い
）」
を
目
指
す
治

療
へ
と
画
期
的
な
変
貌
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　

骨
破
壊
は
発
症
後
１
〜
２
年
の
早
期
に
急
速

に
進
行
す
る
こ
と
か
ら
、
関
節
変
形
を
阻
止
す

る
に
は
、「
治
療
の
好
機
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の

時
期
に
病
気
の
活
動
性
を
し
っ
か
り
抑
え
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
患
者
さ
ん
に
は
早
期
に
専
門

医
を
受
診
し
適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

薬
の
飲
み
方
に
つ
い
て

一
生
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
？

治
療
薬
に
は
、
副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ

ド
剤
、
遅
効
性
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
、
免

疫
抑
制
剤
、
生
物
学
的
製
剤
等
が
あ
り
ま
す
。

治
療
は
活
動
性
の
程
度
に
応
じ
て
行
い
ま
す

が
、
ま
ず
抗
リ
ウ
マ
チ
薬
を
開
始
し
、
早
期
に

Ｍ
Ｔ
Ｘ
を
使
用
・
増
量
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
困

難
な
場
合
は
早
期
に
生
物
学
的
製
剤
の
開
始
が

勧
め
ら
れ
ま
す
。

　

薬
の
服
用
は
活
動
性
を
十
分
に
抑
え
る
ま
で

継
続
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
痛
み
が
軽
減
し

関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は
ど
ん
な
症
状

が
で
ま
す
か
？

初
期
に
は
手
指
の
「
朝
の
こ
わ
ば
り
」

が
主
症
状
で
、
次
第
に
関
節
が
腫
れ

て
痛
く
な
り
、
他
の
関
節
（
手
首
、
肘
、
肩
、
膝
、

足
首
、
足
指
）
に
も
小
関
節
を
中
心
に
左
右
対

称
に
出
現
し
て
き
ま
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
は
代

表
的
な
膠こ

う
げ
ん原

病
で
も
あ
り
関
節
以
外
の
全
身
病

変
も
合
併
し
ま
す
。
特
に
血
管
炎
が
主
体
の
悪

性
関
節
リ
ウ
マ
チ
で
は
全
身
症
状
が
強
く
、
発

熱
、
皮
膚
潰か

い
よ
う瘍

、
眼
結
膜
の
充
血
（
強
膜
炎
）、

胸
痛
（
胸
膜
炎
）
等
の
症
状
が
み
ら
れ
、
他
の

膠
原
病
を
合
併
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
が
注
意
す
べ

き
点
は
何
で
す
か
？

昔
は
良
い
治
療
法
が
な
く
高
率
に
関

節
変
形
を
き
た
し
ま
し
た
。
し
か
し

千
葉
県
済
生
会
習
志
野
病
院

リ
ウ
マ
チ
膠こ

う
げ
ん原

病
セ
ン
タ
ー
・
セ
ン
タ
ー
長

縄な

わ

た田 

泰や

す

し史 

医
師

皆
さ
ま
か
ら
の
質
問
募
集
中
！

千
葉
県
医
師
会 

広
報
課
ま
で

QQ

Q

AA

A

「
関
節
リ
ウ
マ
チ
」
に

つ
い
て

て
も
治
療
が
不
十
分
な
時
期
に
中
断
す
る
と

ぶ
り
返
し
て
し
ま
い
ま
す
。
適
切
な
治
療
薬
で

し
っ
か
り
病
気
を
抑
え
、
安
定
し
た
状
態
を
維

持
し
つ
つ
徐
々
に
減
量
し
ま
す
。
ぶ
り
返
さ
ず

投
薬
中
止
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
従
来

の
治
療
薬
で
は
十
分
に
抑
え
き
れ
ず
、
多
く
の

場
合
中
止
は
困
難
で
し
た
。
一
方
、
生
物
学
的

製
剤
は
活
動
性
を
十
分
に
し
っ
か
り
抑
え
る
こ

と
が
で
き
、
併
用
の
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
、
抗
リ
ウ

マ
チ
薬
を
順
次
中
止
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

さ
ら
に
、
寛
解
で
一
定
期
間
安
定
し
て
い
れ
ば
、

生
物
学
的
製
剤
を
中
止
し
て
も
良
い
状
態
が
持

続
す
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
生
物
学
的
製
剤
の
登
場
で
「
ド
ラ
ッ
グ
フ

リ
ー
」
す
な
わ
ち
一
生
薬
を
飲
み
続
け
る
必
要

の
な
い
薬
剤
中
止
を
目
指
す
時
代
を
迎
え
つ
つ

あ
る
の
で
す
。




